
女性管理職等との交流会【岡山県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ３，５９３ 千円

交付金額 １，７９６ 千円

事業番号 ①

• 令和６年度「県内事業所の男性育休取得状況等に関する調査」において、
「女性の管理職を積極的に登用したい」とした企業が７０．４％、女性活
躍推進のために今後行いたい取組として「ロールモデルの育成」が最多
（２８．２％）となるなど、企業のマインドは徐々に高まりを見せている。

• 一方、実際の女性管理職割合（課長級以上）は１７．７％で理想と現実に
ギャップを抱えている。女性登用を考えていない理由に「管理職になる
ことを希望する女性従業員がいない」との回答が２９．４％と、管理職の
女性比率向上には、働く女性の意識醸成についての更なる取組が必要
不可欠である。

県内の女性がキャリアを築く上で抱えやすい課題について、その解決や
不安低減に役立つ講座を実施することで、仕事とライフイベントを両立し
ながらのキャリア形成を支援する。なお、働く女性が参加しやすいように、
時間的、地理的制約を受けない一定期間のユーチューブ配信により実施
した。

• 経済団体（商工会議所、商工会等）
• 市町村
• ダイバーシティ推進実行委員会おかやま（岡山大学、岡山経済同友会、
岡山県で構成）

• 岡山労働局

■参加者アンケート結果
• 回答者の80.2％が事業内容について「満足」「やや満足」と回答。
■参加者の声
• 自身でも知らなかった女性の身体について、不調の理由や症状、解決
法などを整理して理解することができ、納得感と安心感につながった。

• 男性に比べ女性の方が感情的な喋り方になりやすいなかで、特に怒り
という感情をコントロールする為に『私メッセージで表現する』 という
事の大切さに気付かされた。

前年度に比し、視聴者の年齢層の割合が３０代１３．８％（Ｒ６：１２．６％）、
４０代（３１．７％（Ｒ６：２２．４％）、５０代３７．０％（Ｒ６：４２．５％）と若年化
しつつあるものの、２０代の割合が７．３％（Ｒ６：８．０％）と低く、若年層に
向けた広報啓発活動等の取組が必要と考えられる。

項目 目標 実績 達成率

事業
目標

講座視聴者数
４８０人

(アウトプット)
７２０人 150％

事業
ＫＰＩ

管理職における女性比率
（民間企業／係長級以上）

２５．０％
(アウトカム)

21.7％ 87％

仕事と家庭の両立、女性特有の健康課題など女性の抱えやすい課題の
解決に資する知識を提供し、不安の軽減とキャリア形成・管理職就任等へ
の意欲向上を目指す。



事業の概要

女性のキャリア形成応援事業

女性がキャリアを築く上での課題解決、不安の軽減に役立つ講座を、約１ヵ月間ユーチューブで配信すること
で、仕事とライフイベントを両立しながらのキャリア形成を支援するため、計６回のオンライン講座を実施した。

＜配信実績＞参加者数：延べ720人
・第１回 8月6日～9月5日 （参加者：61人）
「仕事と家庭の両立のヒント」
～介護と仕事、育児と仕事、それぞれの両立は何が違うの？～

・第２回 9月3日～10月10日 （参加者：69人）
「はたらく”私”のココロとカラダ」
～その不調、ひとりで抱えていませんか？～

・第３回 10月8日～11月7日 （参加者：121人）
「コミュニケーション心理学から学ぶメンタルスキル」
～「ひと」は「他者」の存在の中に～

・第４回 11月5日～12月23日 （参加者：236人）
「今、岡山で働いています。働く女性の”それぞれのキャリア”
に学ぶ」
～見つけよう”私のキャリア”～

・第５回 12月23日～1月22日 （参加者：146人）
「誰もが活き生きと輝くために」
～弁護士から学ぶアンコンシャスバイアスへの対応 ～

・第６回 1月8日～2月6日 （参加者：87人）
「社会とつながる科学技術」
～理系進学や仕事をとおして学んだこと～
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